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↑2013 年 10 月 27 日撮影

アカハナグマ・
コジローの近況
について 

たびたび、このゆめみに

ゅーすでお知らせしている

「最近のコジロー情報」で

す。 

この夏、展示に復帰させ

る計画だったのですが、2

年前に発覚した背骨の疾患

によるふらつきと皮膚疾患

のため、戻すことができま

せんでした。寒い期間は症

状が悪化する恐れがあるた

め、まだしばらく病院で隠

居となりますが、本人はよ

く食べ、よく眠り、穏やか

に過ごしています。

パンダの赤ちゃんはすくすく成長中です。少し

ずつパンダらしい顔になり、竹もかじりだしま

した。公開まで、今しばらくお待ちください。

レッサーパンダの赤ちゃん、成長中
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日
中
は
事
務
所
に
設
置
し
た
モ
ニ

タ
ー
で
、
ラ
イ
ブ
映
像
を
公
開
し
て
い

ま
す
。
よ
く
遊
び
、
よ
く
寝
ま
す
。

ヘラジカのポロウが亡くなりました 

▲ポロウ 

平成 25 年 8 月７日、国内最後の 1 頭となっ

ていたシベリアヘラジカのポロウが死亡しまし

た。15 歳でした。 

鉄の扉をたやすくへこませるほどの脚力を持

ちながら、普段は穏やかな瞳と動きが魅力的で

した。また、嫌なはずの獣医の治療に対しても

比較的協力的で、こちらが助けられました。 

伝染病予防法により、今後日本にヘラジカが輸

入される可能性は低く、直接その姿をお見せで

きないのは残念ですが、来園者に対して長年ヘ

ラジカという動物の姿、鳴き声、においなどを

発信し続けてくれたことに感謝します。 

また、ポロウをかわいがってくれた皆様、あり

がとうございました。 
 

 年賀状コンクールのお知らせ 

 ★募集期間：平成 26 年 1 月 1 日（水）～1 月 7 日（火） 

必着！ 

★展示期間：平成 26 年 1 月 11 日（土）～1 月 26 日（日）

★あて先：〒212-0055 川崎市幸区南加瀬１－２－１  

川崎市夢見ヶ崎動物公園 「年賀状コンクール」あて 

詳しくはホームページ・市政だより等もご覧ください。 

 
 

動物園の動物たちに写

真・イラスト・メッセ

ージなどを添えた年賀

状を送ってください！

いただいた年賀状は事

務所にて展示します。 



 
 

獣医の日記 

 

 

 
 
 
 

アカオヒメシャクケイ 
分類：鳥綱  キジ目 ホウカンチョウ科  

  南アメリカ大陸の乾燥

した林などに小さな群れ

で生息し、果実などを食べ

ます。繁殖期にはつがいを

形成し、草の葉などでつく

った巣に産卵します。警戒

から発する鳴き声が大き

く、1 羽が鳴き始めると、

またたくまに全員での大

合唱が始まります。 

孵化してすぐ、自力で餌

を食べたり走り回ったり

するだけでなく、２～３日

 

 
 
 
 
 
 
 
 もすると、風切羽の伸び始めた翼をばたばた

はばたかせながら飛び（跳び）ます。また、

ヒナも成鳥も、ほとんど樹上で過ごします。

 興奮すると頭部の羽は少しだけ持ち上が

り、露出した部分の皮膚は真っ赤になります。

 
 
 
 

のが、ネズミ獲り等の粘着剤に引っかかってしまったスズメ

などの小鳥です。粘着剤から逃れようとして暴れたり、保護

した人が無理にはがそうとしたりしたことで翼や足を痛め

ている場合もありますが、なにより全身ベトベトで全く動け

ず、体力を消耗しているものが少なくありません。まず洗浄

しなければなりませんが、鳥自体が粘着シートからはがれな

かったり、我々の手にくっついて洗浄もままならない、とい

うこともあります。 

そんな時、役に立つのが小麦粉。小麦粉をまぶすと、粘着

力が弱まるのです。パンやうどんの打ち粉と同じ要領です。

次に、肝心の粘着剤をはがすのに使うのは油。食用油でもか

まいません。これが粘着剤を溶かすのです。そして、油でギ

トギトになった鳥を洗うのは、台所用中性洗剤です。これら

を用い、鳥の残り体力を見極めながら、何度かに分けて処置

します。そのため、治療中の現場（流し台）は、さながら普

通の家庭のキッチンのようになるのでした。 

「ヒナを拾わないで」と

いう我々の訴えが少しずつ

浸透しつつあるように感じ

られるようになってきまし

たが、今回はヒナではない、

野鳥救護のお話です。 

ヒナではなく、成鳥が持

ち込まれる理由はケガ（交

通事故、電線やガラスへの

衝突、ネコに捕まった…）

が多いのですが、時々ある 

★動物たちの主な移動（平成２５年８月１日～平成２５年１０月３１日）★ 
シベリアヘラジカ（♀１死亡）、ミーアキャット（♂1 死亡）、インドクジャク（♀１死亡）、アカオヒメシャクケイ（性
別不明１繁殖）、オオホンセイインコ（♀１死亡） 


